京都府立陶板名画の庭管理運営業務仕様書

京都府立陶板名画の庭（以下「名画の庭」という。）の管理運営の基準及び業務内容は、本仕様書によるものとします。

1． 施設及び設備等の維持管理に関する業務
指定管理者は、次の管理基準により、施設の効果的・効率的で適切な維持管理を行うこととします。
なお、実施に際しては、関係法令等に基づく官公署の免許、許可、認可等を有することが必要となります。（再委託による場合は、再委託先が免許等を有していること。）
また、指定管理者は、施設内で人身事故や物損事故が発生し、管理者責任による損害賠償責任を負った場合に備えて、次の賠償責任保険に加入することとします。
＜保険の基本内容＞
	対人賠償
	１名につき
	30,000,000円

	
	１事故につき
	200,000,000円

	対物賠償
	１事故につき
	2,000,000円



【施設・設備関係】
施設・設備関係業務については、次の項目について、システム保守、定期点検等を必要な資格保有者を配置して行うこととします。

（1） 電気・機械設備保守管理業務
施設管理システムの保守管理、雨水排水設備の監視、ポンプ等井水設備の巡回点検などを行い、自動通報装置など設備によっては24時間対応の体制により、設備の故障や異常事態がある場合には適切に対処します。

（2） 自家用電気工作物保安管理業務
名画の庭には、容量150kＶＡ／6600Ｖの自家用電気工作物の設備を備えており、定期点検など電気事業法等による保安業務を行います。

（3） 水質管理業務
名画の庭の水景池（３箇所）に藻が発生しないよう、年間通して、塩素剤（ハイクロン）を用いて水質管理を行います。
（参考）藻が発生しないように水景池内の塩素濃度は以下のとおり保たれています。
	滅菌機
	ハイクロネータＳＡ－60型

	時　期
	濃　度

	４月～６月
	４ｐｐｍ以上

	７月～10月
	５ｐｐｍ以上

	11月～３月
	３ｐｐｍ以上




（4） 樹木管理業務
施設の展示環境を良好に維持するため、草刈り、施肥、補植等名画の庭敷地の樹木の管理を行います。（草刈り・整枝は年２回、施肥、消毒、補植等は必要に応じて行う。）

（5） その他
水景池管理については、（３）の水質管理業務に加え24時間ろ過ポンプを運転させるなど施設の池内に藻などが生息し、施設の展示環境に支障がないよう維持管理を行うこととします。
（参考）水景池設備として名画の庭には以下のポンプを設置しています。
	 滝ポンプ
	２台

	 水路ポンプ
	２台

	 ろ過ポンプ
	１台

	 地下水ポンプ
	１台

	 雨水ポンプ
	３台

	 加圧ポンプ
	各種ポンプにそれぞれ設置



【清掃関係】
清掃関係業務については、施設の環境を維持し、快適な環境を保つため、清掃業務等を適切に行うこととします。

（1） 清掃管理業務
名画の庭における衛生的な環境を確保することを目的として、休園日を除く毎日、定期的に清掃管理業務を行います。

（2） 廃棄物収集運搬業務
名画の庭の運営管理等に伴い発生する一般廃棄物について、廃棄物の処理及び清掃に関する法律を遵守し、当該法律に定められた場所へ運搬、処理することとします。

（3） ろ過機ろ材補充業務
ろ過機内汚泥除去、砂等取り替えを行います。（年１回）

（4） その他の汚泥除去などの清掃・清浄等の対象設備
· 水景池（年１回）
· 滝口（年１回）
· 地下水槽（年１回）
· 受水槽（１２ｍ３）（年１回）
· 高所ガラス（354㎡）、低所ガラス（948㎡）（年１回）　
· 通路等石畳（年１回）  　等

（5） その他
良好な展示環境を維持するため、必要に応じてコンクリート白華（エフロレッセンス）の除去などを行います。

【陶板画関係】
陶板画清掃
陶板画（８点）の展示状態を良好に保つため、必要に応じて清浄します。（年１回）

【警備業務】
夜間等防犯警備業務
自動警報装置などにより、閉園時間、休園日の火災、盗難などに備え、緊急の事態が発生した場合は、関係機関への連絡と事態の拡大防止に当たります。

2． 施設運営に関する業務

（1） 利用料金の収受に関する業務
名画の庭を利用する者が納付する利用料金の収受を行います。納付された利用料金は指定管理者の収入となります。
なお、利用料金の収受に関し、クレジットカード、電子マネー及びコード決済によるキャッシュレス決済の導入を行っておりますので、キャッシュレス決済に係る取組を行ってください。
（業務内容）
1 京都府立陶板名画の庭条例（以下「条例」という。）第４条第１項の規定による利用料金の徴収
2 条例第４条第４項の規定による利用料金の還付
3 条例第５条の規定による利用料金の減免に関すること
4 その他利用料金の収受に関すること
· 利用料金に関する事項は、募集要項によることとします。

（2） 利用者の増加を図るための業務
指定管理者は、施設利用者の増加に努めることとします。
（業務内容）
· ホームページ等を活用した広報
· 地域、関係機関等との連携    など

（3） サービスの向上を図るための業務
指定管理者は、施設利用者に対するサービスの向上に努めることとします。

3． 施設の設置目的を達成するために必要な業務

（1） 自主事業の実施に関する業務
指定管理者は施設の設置目的を達成し、かつ多くの府民が憩い、施設が活性化するための事業を年間を通して、計画的に実施してください。
なお、自主事業の実施に当たっては次の事項に留意してください。
1 自主事業の参加者に原則として制限を加えないこと
2 開園時間中の自主事業の実施に当たっては、一般入園者の観覧に支障がないよう配慮すること
3 自主事業の内容等については、あらかじめ府に報告の上、確認を受けること

（2） その他施設の管理に伴い必要と認められる業務
1 事業計画・事業報告等に関する事項
（事業計画書の作成）
指定管理者は、次年度の事業計画書の作成に当たっては、文化生活部文化政策室と協議し、毎年度の２月末までに作成し、府に提出することとします。
（事業報告書の提出）
指定管理者は、毎年度終了後50日以内に下記の事項を記載した事業報告書を府に提出することとします。
· 業務実績及び利用状況
· 利用料金収入実績
· 経費の収支状況
（事業実施報告書の提出）
指定管理者は、各事業の実施状況を事業実施後速やかに府に報告することとします。
なお、報告内容（利用者数及び収支状況等）については、文化生活部文化政策室と協議の上、決定します。
（入園者等の報告）
指定管理者は、入園者数等下記の事項について、毎月、当該月経過後１週間以内に府に報告することとします。
· 入園者状況
有料入園者数（一般・高校、小・中学生の別等）、無料入園者数（減免規定適用の内訳等）、植物園共通入園券利用者数  等
· 利用料金等収入状況
2 利用者アンケート等に関する事項
指定管理者は、利用者のニーズや満足度を把握しサービス向上に繋げるため、アンケート調査等を必要に応じて（少なくとも年に１回は）実施することとします。
なお、調査結果や対応策等については、府に報告することとします。
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